
２７ 熊本県 熊本市

～おに嫁が生き生き暮らす町～

○熊本市西区河内町は海と山に囲まれ､
みかん､芳野梨､海苔など農業･漁業
が盛んな地域｡｢河内みかん｣の産地。

○当団体は平成24年より､｢ﾊﾟﾜﾌﾙおに
嫁｣のﾌﾞﾗﾝﾄﾞ名で加工品の開発販売
や都市住民との交流事業等を推進。

経 緯

○河内町のﾌｧﾝづくりを目的に、都市部
住民を招いてみかんの花摘み､みか
んを使った料理等の体験活動を実施｡

○地域資源を活かしたﾄﾞﾗｲﾌﾙｰﾂ等加
工品を開発(100種類)するとともに､
｢ﾊﾟﾜﾌﾙおに嫁｣の統一ﾌﾞﾗﾝﾄﾞで販売。

○｢ﾊﾟﾜﾌﾙおに嫁｣の統一ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ名の創
出で､｢ひと｣｢もの｣｢風景｣等々地域の
魅力の効果的なPRが可能となった。

○交流事業やSNSによる情報発信を通
して｢河内町｣の認知度も高まり､生産
者の所得向上にも繋がった｡

○営業活動や情報発信(ﾒﾃﾞｨｱ活用)､販
路拡大等にﾁｬﾚﾝｼﾞすることで地域の
魅力の発信力を強める。

○交流事業や人との繋がりを大切にし､
心の交流を通して、長く地域を応援し
てもらえるﾌｧﾝづくりを行う｡

河内おに嫁ブランド推進協議会
熊本市西区河内町河内1978-1 Tel : 096-276-0600  Fax : 096-276-0600  

活動の成果

取組内容

今後の方針

河内
か わ ち

おに嫁
よめ

ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ推進協議会 

｢ﾊﾟﾜﾌﾙおに嫁｣のﾛｺﾞをつけた加工商品みかんの花摘みｲﾍﾞﾝﾄ

２８ 熊本県 八代市

やつしろ菜の花ファーム987

～い草・菜の花から始まる循環・環境農業～

○平成18年に､い草の低迷により生じた
遊休地に､い草の緑肥用の菜の花を
作付け､循環･環境農業に着手。

○平成23年にい草農家等11名により当
団体を設立｡菜の花(9ha)を用いた商
品作り､体験ｲﾍﾞﾝﾄ等を展開。

経 緯

○菜の花で蜂蜜を作り､菜種油を採取｡
油粕は自家製肥料にして田に施し､
除草剤を使わず｢菜の花米｣を生産｡

○この米を利用して黒酢等を醸造会社
等と連携し商品化｡菜の花畑での体
験農業等を地元各学校と連携し実施。

○菜の花畑は新幹線沿線の景観づくり
に貢献し､蜂蜜､ｵｲﾙ､菜の花米､黒酢
等菜の花関係商品を800万円売上げ。

○菜の花の種まき､田植え等の体験農
業に小学生･大学生等300名参加｡
ｳｫｰｸﾗﾘｰ等交流ｲﾍﾞﾝﾄに250名参加｡

○熊本県の新幹線沿線(荒尾から水俣
まで)の菜の花畑の拡大､菜の花関連
商品の農商工連携によるブランド化｡

○熊本県・八代市と連携し海外からの
観光客を招き、世界一のい草織りと
農業体験ツアーなどを推進｡

やつしろ菜の花ファーム９８７
熊本県八代市鏡町宝出57 Tel : 0965-52-0965  Fax : 0965-52-0965 

活動の成果

取組内容

今後の方針

菜の花関連商品

小学校の菜の花種まき



２９ 熊本県 玉名市

～薬草食べて元気な町に～

○小岱山山麓には多くの薬草が自生し
活用されてきたが、近年薬草を活用
する家庭が少なくなり､伝承が危惧。

○当団体は､市の呼びかけに応じた市
民ｸﾞﾙｰﾌﾟで､自主的な薬草知識や活
用法の啓蒙活動を平成19年に開始。

経 緯

○公民館等での薬草料理教室の開催､
薬草活用の菓子の商品開発､地元ｲ
ﾍﾞﾝﾄでの薬草料理の提供等を推進。

○市の公園内での薬草花壇作り､高齢
者による荒廃みかん園の薬草園への
転換と薬草茶等の製造への支援。

○団体設立以降､継続的に薬草活用の
普及活動を続けてきたため、薬草知
識を持つ市民が増えてきた。

○全国の自治体や団体から薬草活用
の研修会の申し込みが入るなど｢薬
草のまち玉名｣の認知度向上に寄与。

○市内外の学校への薬草料理教室の
拡大､地域おこし協力隊員と連携した
薬草料理や菓子の創作・公開。

○行政と連携して国の薬草特区として
申請し､薬草を活用したより創造的な
商品開発と事業化を図りたい。

小岱山薬草の会
熊本県玉名市繁根木75 サンビル1階 Tel : 080-2733-9428 Fax : 0968-73-3034

活動の成果

取組内容

今後の方針

小岱山
しょうだいさん

薬草の会 

薬草七草粥無料ふるまい薬草観察講演会

３０ 熊本県 菊池市

～地域住民によるＮＰＯ法人が廃校活用し都市農村交流推進～

○戦後間もない頃、地元住民総出で基
礎づくりをした中学校の閉校にあたり、
地元住民がその有効活用を検討。

○都市農村交流の拠点施設として整備
されることとなり、その運営母体となる
当ＮＰＯ法人を住民主体で設立。

経 緯
○親子の自然農業体験と食育を組合せ
たイベント、郷土料理を伝承する「水源
食の文化祭」など多彩な取組を実施。

○高齢者の見守りを兼ねた宅配弁当､エ
ゴマ生産と加工販売など地域課題を
踏まえた活動を積極的に展開。

○廃校活用施設の運営、里山体験活動
の指導､郷土食の取組などで６名雇
用を確保し､約300人の地元住民が収
入も増えるなど地域経済の活性化に
貢献。

○農産物販売の営業・企画・技術開発等
を継続的に行うため、農業法人の設立
を地域で検討。

○集客増を図るため大人(企業)の体験
プログラムの開発。高齢化に対応する
弁当や食材の宅配システムの確立。

ＮＰＯ法人きらり水源村
熊本県菊池市原1600 Tel : 0968-23-4011 Fax : 0968-27-0107

活動の成果

取組内容

今後の方針

里山体験(茶摘み) 水源食の文化祭

ＮＰＯ法人きらり水源
すいげん

村
むら

法人番号 5330005002904



３１ 熊本県 阿蘇市

～日本一大きな「原っぱ」みんなで守ろう～

○日本一広大な阿蘇の半自然草原が農
林畜産業の衰退、農家の高齢化､後継
者不足等で荒廃の危機に直面｡

○当財団は平成7年の発足｡以来市民ﾎﾞﾗ
ﾝﾃｨｱによる草原保全に向けた野焼き､
輪地切り等の支援活動を展開｡

経 緯

○全国からﾎﾞﾗﾝﾃｨｱを募集｡草原の大
切さや野焼き･輪地切りの意味､ﾎﾞﾗﾝ
ﾃｨｱの役割等の研修受講を義務付け｡

○養成したﾎﾞﾗﾝﾃｨｱを､人手不足や高齢
化で野焼きや輪地切り(防火帯づくり)
の持続が困難な牧野へ派遣｡

○ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱは年々増加し､平成26年度は
56牧野に延べ約2,000名が参加｡約
5000haの野焼き､輪地切りを支援｡

○環境省等とも連携し､野焼き再開に取組
み､国立公園の草原景観と草原性の希
少動植物の保全に大きく貢献｡

○さらに多くの市民や団体･行政･企業
等の理解･協力を得ながら阿蘇の草
原を後世へ繋ぐ仕組みを築きたい。

○地元と都市住民によるこの活動は沢
山の出会いがあり､多くの人達に知恵
を出してもらえるよう取組みたい｡

公益財団法人 阿蘇グリーンストック
熊本県阿蘇市小里656-1 Tel : 0967-32-3500 Fax : 0967-32-3355 

活動の成果

取組内容

今後の方針

野焼きﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ初心者研修 傾斜地での輪地切り

公益財団法人 阿蘇
あ そ

グリーンストック 
法人番号 6330005008082

３２ 熊本県 合志市

～ＩＣＴを活用した農村地域の情報発信活動～

○当協議会は､地元NPO法人を中心に
消費者･生産者･加工業者･流通販売
業者等の団体で構成する組織｡

○観光資源に乏しい合志市の隠れた魅
力である食と農のﾌﾞﾗﾝﾄﾞｲﾒｰｼﾞ構築の
ため､人と地域の魅力をSNS等で発信｡

経 緯

○農業の現場等を紹介するｹｰﾌﾞﾙﾃﾚﾋﾞ
の番組制作､地産地消料理教室､種
まきや収穫など農業体験会等を推進｡

○農業ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑの開催とその模様のｲ
ﾝﾀｰﾈｯﾄ配信。その他SNSを活用し地
元開催イベント等を情報発信。

○農業体験ﾂｱｰ､農村交流見学会等の
活動状況を様々なﾒﾃﾞｨｱで発信するこ
とで､都市と農村の交流を促進｡

○農業とICT利活用の組わせは､的確で
ｽﾋﾟｰﾃﾞｨｰな情報発信力を育て､地域
内外の他団体との連携に繋がった｡

○市民の理解も深まり、ICTの利活用､
Ustream､ｹｰﾌﾞﾙTVの番組制作による
情報発信をさらに発展させたい。

○地元の学校､農業関係者等との協力
関係が構築されつつあり､情報発信
のﾌﾟﾗｯﾄﾎｰﾑとしてﾈｯﾄﾜｰｸを拡大｡

「合志あぐっと！村」運営協議会
熊本県合志市竹迫2140   Tel : 096-248-1445 Fax : 096-248-1196 

活動の成果

取組内容

今後の方針

「合志
こ う し

あぐっと！村
むら

」運営協議会 

地産池消料理教室ｹｰﾌﾞﾙﾃﾚﾋﾞ番組制作



３３ 熊本県 美里町

～スコップの音と共に、集落一丸の地域活動～

○集落の女性の輪を広げ､生活改善活
動に取組むため､昭和57年に水上･迫
の2集落の女性15名で当団体を結成｡

○食生活改善､共同加工販売等に取組
む中で､地域住民も参加する楽団の
結成など集落全体の活動に発展｡

経 緯

○ほうき草等の共同生産･加工販売､地
元高齢者への昼食ｻｰﾋﾞｽ､地元小学
校での郷土料理の体験活動を実施｡

○住民参加の｢なべぶた楽団｣の演劇と
ｽｺｯﾌﾟ三味線の公演､町の｢ﾌｯﾄﾊﾟｽ｣
来客者へ軽ﾄﾗｶﾌｪ等で昼食を提供｡

○高齢者ｻｰﾋﾞｽ､世代間交流､消費者交
流等積極的な取組は地域住民に評
価され､活動への協力者も多い。

○演劇活動は､町内外から公演依頼も
多く､課題提案や慰労的役割など意
義ある活動と高い評価を得ている｡

○味噌づくり等郷土に根ざした加工技
術や料理の継承活動､野菜や工芸品
づくりなど収入に繋がる活動の強化｡

○高齢化に伴う野菜出荷の集配送ｼｽﾃ
ﾑづくりの提案､地域の良さを活かした
ﾌｯﾄﾊﾟｽ等都市農村交流の強化｡

水上迫生活研究グループ
熊本県美里町畝野 Tel : 0964-46-2114  Fax : 

活動の成果

取組内容

今後の方針

水上
みずかみ

迫
さこ

生活研究グループ 

なべぶた楽団(楽器はｽｺｯﾌﾟ､鍋等) にわか劇(その時期にあったﾃｰﾏで講演)

３４ 熊本県 美里町

～フットパスを活用した農村の活性化～

○当町は熊本市から30kmほどの距離
にある中山間地域。棚田や江戸期築
造の石橋などの景観が多く残る。

○滞在時間の長い交流人口増による活
性化を図るため、農村景観を散策し
てもらうﾌｯﾄﾊﾟｽに平成23年に着手。

経 緯

○ｺｰｽ設定ための調査､ﾙｰﾄﾏｯﾌﾟ･道標
の作成､関係する地域への説明会な
どを実施し､4～8kmの15ｺｰｽを設定。

○各ｺｰｽ年1回の体験ｲﾍﾞﾝﾄを開催｡ｶﾞｲ
ﾄﾞ付きの散策､郷土料理の昼食等を
縁側で食する｢縁側ｶﾌｪ｣を提供｡

○来訪者が訪れることで､住民に誇りが
生まれ､道の草刈りや遊休棚田の再
生を積極的に行うなど意識が変化｡

○平成25年に全国ﾌｯﾄﾊﾟｽｻﾐｯﾄを当町
で開催。ﾌｯﾄﾊﾟｽの先進地域として認
知され､九州各県50地域に波及｡

○平成26年に｢ﾌｯﾄﾊﾟｽﾈｯﾄﾜｰｸ九州｣を
当協会が中心となって設立｡ﾌｯﾄﾊﾟｽ
に取組もうとする団体の指導､｢ｺｰｽ認
定制度｣の創設で更なる普及を図る｡

○九州オルレ、九州自然歩道とも連携
し、歩く文化の振興も目指す。

美里フットパス協会
Tel : 0964-47-0137    Mail:mfa@town-misato.net hp:misato.jimdo.com

活動の成果

取組内容

今後の方針

美里
み さ と

フットパス協会 

手づくり郷土料理を一緒に食べる小崎棚田ｺｰｽ 雨でも実施できる



３５ 熊本県 高森町

ひごむらさきブランド化研究会

ひごむらさき～肥後一番の旬の味～

○赤なす新品種｢ひごむらさき｣を当町で
作付開始。順調に生産は増加したが､
知名度の低さ等で単価が下落。

○平成20年に当研究会を設立し､高級
なすとしてのｲﾒｰｼﾞ定着や販路拡大を
図るための活動を開始｡

経 緯

○県内外の物産展等への参加､ﾒﾃﾞｨｱで
のPR､大消費地での販促活動､食品
ﾒｰｶｰと連携した食育体験ﾂｱｰ等実施。

○野菜ｿﾑﾘｴ監修により､ｱｸが少なく甘
みがあり､生でも食べられる特徴を活
かした料理のﾚｼﾋﾟ集を作成･配布｡

○生産者のﾌﾞﾗﾝﾄﾞ化意識の向上､九州
各県や他地域にも｢ひごむらさき｣の
名が浸透し始めるなどの効果｡

○他の作物の生産者にも同様のﾌﾞﾗﾝﾄﾞ
化の意識が芽生え､町全体の農業の
経営安定に向けた意識改革に寄与。

○夏休みやｺﾞｰﾙﾃﾞﾝｳｨｰｸ､ｼﾙﾊﾞｰｳｨｰｸ
期間の食育ｲﾍﾞﾝﾄや収穫体験の実施
により幅広い年代での認知度を拡大。

○社員食堂や学校給食での使用につい
て営業活動を行い､知名度の向上と
生産者の経営の安定化を図る｡

高森町役場 農林政策課
熊本県高森町大字高森2168番地 Tel :0967-62-1111 Fax : 0967-62-1174 

活動の成果

取組内容

今後の方針

左:ひごむらさき､右上:東京での販売活動､右下:ﾚｼﾋﾟ審査
会 出荷査定会

３６ 熊本県 高森町

神々が宿る木～阿蘇南郷檜～

○ﾅﾝｺﾞｳﾋは､阿蘇一帯に分布が限られ
る高品質ﾌﾟﾚﾐｱ材｡枝打ち等の育成が
難しく､高品質な林分の減少が懸念｡

○ﾅﾝｺﾞｳﾋを｢阿蘇南郷檜｣としてﾌﾞﾗﾝﾄﾞ
化し､林業収入向上と地域林業活性
化のため当協議会を平成26年に設立｡

経 緯

○県内外から多数の購入者が参加する
銘木展示大会に､知名度の向上等を
目的に会員が育てた原木をﾃｽﾄ出品｡

○ﾅﾝｺﾞｳﾋは適時適正な枝打ちや間伐
が必要であり､指導林家を講師に枝
打ち方法の研修会を実習形式で実施｡

○原木のﾃｽﾄ出品の単価は概ね高値
(4.1万円/ )となり､PR効果に加えて
会員の育成意欲の高揚に繋がった｡

○地域資源を見つめ直す契機となると
ともに､関係機関･団体の連携構築に
よりｽﾋﾟｰﾄﾞ感を持った活動が可能に｡

○間伐時の切り株や､枝葉から抽出す
る精油(ｱﾛﾏｵｲﾙ)の商品化や御神木
の特性を活かした｢神棚｣製作を企画。

○需要者に対して生産現場の見学会を
開催し､寺社仏閣の建築用材としての
PRなど認知度の向上に取組む｡

阿蘇南郷檜ブランド化推進協議会事務局
熊本県高森町大字高森2168番地 Tel :0967-62-1111  Fax : 0967-62-1174

活動の成果

取組内容

今後の方針

阿蘇
あ そ

南郷
なんごう

檜
ひ

ブランド化推進協議会 

阿蘇南郷檜の山林 ﾃｽﾄ出品 大径材は立米50万円以上の高値



３７ 熊本県 甲佐町

～炭焼きで里山を守り、使い、自慢する！～

○緑川上流域に位置する中山間地域｡
産業衰退による人口流出等で自然環
境の維持が困難となる｡

○地域の里山保全･振興を図るため､地
域住民により当団体を組織｡平成19
年より炭焼きの復活等の活動をｽﾀｰﾄ｡

経 緯

○手づくり炭焼小屋を拠点に､里山での
木材切り出し､搬出､炭窯作業､製品
梱包の作業を地域住民協働で実施｡

○炭焼きの他、耕作放棄地での芋栽培、
山暮らしの体験ﾂｱｰ､地域ＮＰＯの協
力で都市農村交流イベントを開催。

○炭焼きは月1~2回(1回450kg程度の
炭)生産･販売｡小規模産業が創出さ
れ､活動を通じて里山が良好に保全｡

○体験ﾂｱｰは年20回程度開催､ﾊﾞｻﾞｰﾙ
は春､冬に開催し､全国から2,000名程
度来場するなど都市農村交流が促進｡

○高齢者でも里山管理が可能な技術と
して､当団体の炭窯のつくり方や焼成
技術をｲﾝﾀｰﾈｯﾄ等により普及｡

○当地の暮らしの豊かさをｲﾝﾀｰﾈｯﾄ等
を通じて都市部若者層へ自慢するこ
とで､若者の移住定住を目指したい。

宮内炭窯生産組合
熊本県上益城郡甲佐町小鹿358 E-mail ： boshidora@gmail.com

活動の成果

取組内容

今後の方針

宮内
みやうち

炭窯
すみがま

生産組合 

手づくりの炭焼小屋 集落の暮らし自慢ｲﾍﾞﾝﾄ ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞﾊﾞｻﾞｰﾙ

３８ 熊本県 山都町

～山都町の「ごはん」「お母さん」「そのまんま」～

○平成24年に発足した町づくりを考える
山都町の女性の会。ﾒﾝﾊﾞｰは、地元
の商店･農家･専業主婦･ｱｰﾃｨｽﾄなど｡

○それぞれの活動ﾌｨｰﾙﾄﾞの垣根を超え
楽しみながら前向きに町づくりをして
いくことをﾓｯﾄｰに活動中。

経 緯

○当町の｢小一領(ｺｲﾁﾘｮｳ)神社｣を､縁
結びの神社｢恋一路神社｣として認知
度を高めるため､参道でﾏﾙｼｪを開催｡

○休耕地を利用し有機農業を展開｡ﾊﾞｼﾞ
ﾙｿｰｽ･柚子胡椒･各種ｼﾞｬﾑ等の加工
品開発を行い雇用を創出｡

○ﾏﾙｼｪは毎年開催し､地元食材の食事
や農産品､恋愛に因んだｸﾞｯｽﾞ販売な
ど多くの露店が並び1000人以上集客。

○福岡都市圏での当町のPRｲﾍﾞﾝﾄで風
景･景観の写真ﾊﾟﾈﾙ展示､加工品等
を紹介し､都市住民との交流促進｡

○次世代を担う子供たちに焦点をあて､
ﾘｰﾀﾞｰになり得る人材育成を目的とし
て｢山都のまんま学校｣を実施。

○成熟･効率化社会の中で見失われが
ちな｢食｣｢農｣｢自然｣｢暮らしの知恵｣
の継承のため体験交流の場を提供｡

山都のやまんまの会事務局
熊本県上益城郡山都町浜町239-3 Tel : 0967-72-1723 Fax : 0967-72-1724 

活動の成果

取組内容

今後の方針

ＮＰＯ法人 山都
や ま と

のやまんまの会 

やまんマルシェ 福岡市天神で｢山都よかとこ宣伝隊｣

法人番号 8330005009021



３９ 熊本県 山都町

～再エネをきっかけに 幸せ実感日本一の集落へ～

○水増集落の住民が管理していた3.4ｈ
ａの傾斜地を有効利用するため、県
のﾒｶﾞｿｰﾗｰ候補地の募集へ登録。

○応募者の中から唯一、地域再生の提
案を行った企業の誘致を集落側が主
体的に決定。平成26年2月運転開始｡

経 緯

○年間500万円の借地料、発電設備の
管理費300~400万円/年に加え､棚田
米のﾌﾞﾗﾝﾄﾞ化等のために発電収入の
約5%の500万円/年を還元。

○当組合と企業が包括協定を締結｡棚
田米ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ化､加工品開発等を支援。

○稲作の面積が3haから5haに拡大｡完
全有機の棚田米｢水増の玄米｣0.5ha
の栽培を開始するなど農業生産が活
性化。

○棚田の稲刈ｲﾍﾞﾝﾄでは､50人の都市
住民が参加するなど交流が促進。

○集落をコミュニティの単位として位置
づけ、農業と再ｴﾈを組み合わせた新
たなブランドﾞ化とデザイン化のビジネ
スモデルを構築。

○中山間地における地産地消のエネル
ギーのモデル化を目指す。

Ｔａｋｅ Ｅｎｅｒｇｙ Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ 株式会社
熊本県菊池郡菊陽町原水1157-3 Tel : 096-233-1580 Fax : 096-233-1581

活動の成果

取組内容

今後の方針

水増
みずまさり

ソーラーパーク管理組合 

稲刈イベント
水増ｿｰﾗｰﾊﾟｰｸｲﾒｰｼﾞ図

４０ 熊本県 山都町

～都市住民との交流で山里を守り地域を振興～

○菅地区は人口200人ほどの山間集落｡
自然景観に恵まれるが､緑川の渓谷
に面し､｢陸の孤島｣とも呼ばれていた｡

○当会発足時は渓谷の架橋実現に向
け活動｡平成5年の架橋着工以降自
主的･主体的なむらづくり活動を推進。

経 緯

○平成8年から棚田ｵｰﾅｰ制､17年から
茶園ｵｰﾅｰ制を運営｡11年に農産物
直売等を行う交流館を建設｡

○平成22年に農家の｢縁側ｶﾌｪ」､23年
に廃校利用の｢里山ﾚｽﾄﾗﾝ｣をｽﾀｰﾄ｡
27年交流館をﾘﾆｭｰｱﾙ､ｶﾌｪ等を開設。

○棚田ｵｰﾅｰ制は平成27年に20年目を
迎え､14組が参加｡都市住民との交流
を通じ､棚田や自然景観を維持･活用｡

○棚田ｵｰﾅｰ制等の取組みを契機に､
外部の応援団が形成｡熊本市内での
直売活動が開始される等新たな展開｡

○山里の自然･景観､棚田､大橋などの
観光資源を維持・活用､都市住民(棚
田ｵｰﾅｰ)との交流を軸に、交流館を
拠点とした情報発信に努める。

○他地域との交流機会には積極的に参
加、菅のPRと相互研鑽に努める。

菅 地域振興会
熊本県上益城郡山都町菅313 Tel : 090-4510-1906 Fax : 050-1393-6244 

活動の成果

取組内容

今後の方針

菅
すげ

地域振興会 

助け合いの自然な気持ちで田植え山里のやすらぎの景観



４１ 熊本県 五木村

～６片にんにく生産による特産品開発～

○冬場の作物として､にんにくの導入を
検討｡JA球磨中心にﾎﾜｲﾄ6片種の試
験栽培を球磨地域の３か所で実施｡

○五木村のみが栽培に成功し､この品
種にこだわって栽培を開始｡当組合は
平成21年に設立｡5戸の農家で構成｡

経 緯

○平成25年度にﾎﾜｲﾄ6片ﾆﾝﾆｸの本場
である青森県に視察研修｡収穫から
販売までの一連の流れを学んだ｡

○研修の成果を踏まえ､本格的に栽培
を始め､黒にんにく・にんにく醤油や酢
漬けなど加工品の試作にも着手。

○ﾎﾜｲﾄ6片種は県内では唯一当組合の
みが栽培｡栽培面積25a､生産量1t程
度で少量ながら､年々増加｡

○平成26年から､加工品を熊本市や福
岡市のｽｰﾊﾟｰで販売開始｡商品の認
知度も上がり､売れ筋商品も出てきた。

○協同のにんにく乾燥機械を購入し品
質の安定化も図った。今後も６次産業
化に取り組み生産者の所得向上と五
木村の特産品作りに寄与したい。

○村内の生産者を増やすことで、産地
化を目指していく。

五木村にんにく生産組合
熊本県球磨郡五木村5434 Tel : 0966-37-2477  Fax :  -

活動の成果

取組内容

今後の方針

五木村
いつ きむ ら

にんにく生産組合 

ホワイト６片にんにく スーパー店内での加工品販売状況

４２ 熊本県 球磨村

～大学との連携・協働によるムラの宝の発掘・磨き上げ～

○当運営委員会の活動エリアである
三ヶ浦地区は球磨川の左岸側に位置
する戸数260戸の山間地域。

○平成23年､廃校となる小学校が交流
施設として改修され、当施設を地元で
運営すべく、当運営委員会を設立｡

経 緯

○大学と連携し､地域資源の調査とﾏｯﾌﾟ
等作成｡遊休棚田を活用した花植栽､
竹灯篭の景観を楽しむｲﾍﾞﾝﾄ等開催｡

○稲刈り･吊し柿･味噌作りや山菜･梨･ｲ
ﾁｺﾞ狩りﾂｱｰ､特産ﾌﾙｰﾂを使ったｼﾞｬﾑ､
ﾊﾟｲ焼き等の加工体験を提供｡

○多彩なｲﾍﾞﾝﾄの毎月開催で､ﾘﾋﾟｰﾀｰに
よる利用者が大幅増加｡ｲﾝﾀｰﾈｯﾄに
よる情報発信の強化も集客増に貢献｡

○本物の田舎体験ﾒﾆｭｰや季節ごとに
表情を変える自然を活かした散策ﾙｰ
ﾄの開発で集客増と滞在時間を確保。

○ﾑﾗの文化的景観も楽しみ歩くﾌｯﾄﾊﾟｽ
や､より癒し効果の高い森林ｾﾗﾋﾟｰの
要素を取り込んだﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ構築｡

○ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの充実による情報発信の
強化｡地域農林家と消費者との交流
促進や販売促進に向けたﾈｯﾄﾜｰｸ化｡

球磨村役場 企画振興課
熊本県球磨村大字渡丙1730番地 Tel : 0966-32-1114 Fax : 0966-32-1230

活動の成果

取組内容

今後の方針

田舎
い な か

の体験
たいけん

交流館
こうりゅうかん

さんがうら運営委員会 

遊休棚田を活用した花いっぱいﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ運動 棚田の稲刈･掛け干し体験



４３ 熊本県 あさぎり町

～天空に咲く 遠山桜～

○当集落は､標高350m､戸数４戸の山
間集落｡急傾斜地で栗や梨､茶を生産｡
茶畑の一本桜｢遠山桜｣が有名｡

○平成11年より中山間直接支払に取組
み､自然･景観を活かしたｲﾍﾞﾝﾄ､ﾜﾗﾋﾞ
加工品作り､鳥獣害対策等を推進｡

経 緯

○一本桜の開花期間中に祭りを開催し､
地元農産物を販売｡ﾜﾗﾋﾞ加工は地区
に伝わる製法で酢漬けを製造販売｡

○猿､猪､鹿の被害は深刻であったが､
守るべき農地を団地化し､防護柵と電
牧線による被害防止を徹底｡

○桜祭りは集客5千人以上､販売金額
100万円以上の年もあるなどの成果｡
ﾜﾗﾋﾞ加工品は町の推奨商品にも認定｡

○防護柵等を設置した守るべき団地で
は被害が全て無くなり､ﾜﾗﾋﾞの保護や
栗の新植(累計3ha)が可能となった｡

○桜祭りを町全体のｲﾍﾞﾝﾄに規模拡大し､
町全体の活性化に繋げたい｡ﾜﾗﾋﾞの
酢漬けの更なる販路拡大､販売促進｡

○農地の団地化等による鳥獣害対策の
先進地として､他地域からの研修など
を受け入れ､交流人口を増やしたい｡

中山間松尾集落
熊本県球磨郡あさぎり町須恵7512-19 Tel : 0966-45-5169 Fax : 0966-45-5169

活動の成果

取組内容

今後の方針

中山間
ちゅうさんかん

松尾
ま つ お

集落 

集落の象徴 遠山桜 集落民による獣害防止柵の設置状況


